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令
和
五
年
度
下
宿
上
自
治
会

総
会
に
つ
い
て

下
宿
上
自
治
会
総
会
が
四
月
八
日
（
土
）
午
前
九
時
半

か
ら
菅
谷
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

な
お
、
総
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
、
審
議

の
結
果
、
出
席
者
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

主
な
議
題
に
つ
い
て
は
、
次
の
通
り
で
す
。

一

令
和
四
年
度
自
治
会
事
業
報
告

二

令
和
四
年
度
自
治
会
決
算
報
告

三

会
計
監
査
報
告

四

令
和
五
年
度
自
治
会
事
業
計
画
（
案
）

五

令
和
五
年
度
自
治
会
予
算
（
案
）

六

自
治
会
役
員
改
選
に
つ
い
て
（
承
認
案
）

七

総
務
委
員
会
よ
り

・
令
和
四
年
度
事
業
報
告

・
令
和
五
年
度
事
業
計
画
（
案
）

八

そ
の
他

・
添
付
書
類
及
び
同
封
資
料
に
つ
い
て

自
治
会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
自
治
会
活
動
に
ご
理

解
と
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
私
こ
と
、
こ
の
度
自
治
会
総
会
に
お
い
て
、

前
会
長

横
須
賀
貢

様
の
後
任
と
し
て
、
自
治
会
長
に

選
任
さ
れ
、
引
き
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
第
二
班
の

横
須
賀
博

で
す
。

前
会
長
同
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
員
数
約
三
百
四
十
戸
の
大
所
帯
を
ま
と
め

る
大
役
を
引
き
受
け
る
に
は
、
は
な
は
だ
微

力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
方
の

ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
役
員
・
委
員

と
と
も
に
、
自
治
会
運
営
・
活
動
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
、
自
治
会
等
に
対
す
る
ご
意
見
、
ご
要
望
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
各
班
長
さ
ん
を
通
し
て
ご
連
絡
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。

結
び
に
、
会
員
皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
五
年
度
下
宿
上
自
治
会

新
役
員
に
つ
い
て

新
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。

自
治
会
長

横
須
賀

博
（
二
班
）

副
自
治
会
長

平
野

道
夫
（
三
班
）

会

計

平
野

美
良
（
三
班
）

総
務
委
員
長

津
田

俊
輔
（
十
五
班
）

書

記

成
田

寛

（
二
十
六
班
）

地
域
福
祉
環
境
部
会
長

林

喜
代
美
（
二
十
二
班
）

地
域
福
祉
環
境
副
部
会
長

横
須
賀

敏
子
（
二
班
）

生
涯
学
習
体
育
部
会
長

海
野

王
宏
（
二
十
一
班
）

生
涯
学
習
体
育
副
部
会
長

小
池

孝
伸
（
二
十
六
班
）

防
災
防
犯
部
会
長

二
方

恒
夫
（
十
四
班
）

防
災
防
犯
副
部
会
長

勝
山

信
行
（
一
班
）

監

事

横
須
賀

貢
（
二
十
一
班
）

監

事

平
野

健
一
（
十
二
班
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

交
通
安
全
指
導
講
習
会
及
び

立
哨
者
と
の
懇
談
会
開
催
に
つ
い
て

四
月
二
十
七
日
（
木
）
午
前
九
時
半
か
ら
菅
谷
小
学
校

体
育
館
に
お
い
て
、
交
通
安
全
指
導
講
習
会
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
菅
谷
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
菅
谷
小

学
校
長
臨
席
の
も
と
で
、
下
宿
上
自
治
会
立
哨
者
と
の
懇

談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

横
須
賀
自
治
会
長
、
武
居
菅
谷
小
学
校
長
の
挨
拶
の
後
、

参
加
者
の
自
己
紹
介
と
懇
談
が
行
わ
れ
、
立
哨
活
動
に
関

す
る
色
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
、
次
の
通
り
で
す
。

・
児
童
は
、
挨
拶
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
下
校

は
急
い
で
い
な
い
の
で
お
喋
り
を
し
て
い
る
が
、
交
差

点
で
確
認
す
べ
き
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
の
指
導
の
成
果
が
う
か
が
わ
れ
た
。

・
正
門
入
口
交
差
点
は
カ
ー
ブ
に
な
っ
て
い
る
の
で
見
づ

ら
い
。
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
止
ま
っ
て
く
れ
そ
う
に

な
る
が
そ
の
ま
ま
通
過
す
る
車
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
完

全
に
停
止
を
確
認
し
て
か
ら
横
断
す
る
よ
う
指
導
し
て

い
る
。

・
神
社
の
森
の
先
丁
字
路
付
近
で
不
審
者
が
出
た
こ
と
が

あ
り
、
最
後
の
グ
ル
ー
プ
に
は
一
緒
に
つ
い
て
行
っ
て

お
喋
り
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
る
。

・
最
後
の
グ
ル
ー
プ
の
下
校
ま
で
時
間
が
空
い
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
。
な
ん
と
か
な
ら
な
い
も
の
か
。

ま
た
、
下
校
グ
ル
ー
プ
数
が
わ
か
る
と
良
い
の
だ
が
。

・
学
校
と
し
て
は
、
な
る
べ
く
短
時
間
で
帰
れ
る
よ
う
に

し
た
い
。
下
校
は
通
学
路
を
含
め
て
色
々
と
変
わ
り
、

そ
の
日
の
状
況
に
よ
っ
て
変
化
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

人
数
を
知
ら
せ
る
の
は
難
し
い
。
登
校
班
は
決
ま
っ
て

い
る
の
で
把
握
し
や
す
い
。

・
下
校
時
の
立
哨
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
配
布
し
て
あ
る
の
で
再

度
ご
確
認
を
お
願
い
し
た
い
。

登
下
校
の
危
険
個
所
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
ま
と
め

て
市
役
所
に
連
絡
し
た
が
、
ま
だ
改
善
さ
れ
て
い
な
い

箇
所
も
あ
る
。
今
後
と
も
学
校
と
一
緒
に
な
っ
て
陳
情

を
続
け
て
い
き
た
い
。

発 行

菅谷下宿上

自治会だより

「しもかみ」

し
も
か
み


